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1は じめ に

イギ リス資本 主義 が 「七つ の海」 を制覇 し

た ヴィ ク トリ ア時代 に,本 国 イ ギ リス か ら

ヨー ロ ッパ また新 大 陸 アメ リカをは じめ,イ

ン ド ・オ ース トラ リア ・ア フリカ ・極 東各地

へ 「人」 と 「物財」 を運 んだ幹線 は海 運諸会

社 で あ り,そ の 代 表 的 海 運 企 業 はP&0社

(Peninsular&OrientalNavigationCo.)で

あ る.私 は イギ リス資本主 義の基 幹部 を形 成

した西部 ス コ ッ トラン ド重 工業 と世界 市場 と

の関連か ら,ス コ ッ トラ ン ド系海 運諸会社 に

関心 を持 ち,今 まで にペ ン航海社,ド ナル ド

ソン航海社,ア ンカー ・ライ ン航 海社 の3社

の発展史 を研 究 した1).

今 回は,歴 史 的 に も古 くか ら有 名 であ り,

またイギ リス資 本主義 の中枢動脈 として,英

帝 国の ア ジア進 出 に貢献 したP&0社 を と り

げ たい.

ロ ン ドン在 のス コ ッ トラ ン ド人船舶 斡旋業

者 の ウ ィル コ ッ クス(BM.Willcox)と ス

コ ッ トラ ン ド最北 の島 シェ トラ ン ド島出 身で

漁業 か ら海 軍 に入 って いた ア ンダー ソ ン(A.

Anderson)が パ ー トナ ー を 組 み1825年 か ら

海 運 業 を営 んで い た が,1837年8月 に ダ ブ リ

ン の 船 舶 所 有 者 ボ ー ン(R.Bourne)を 加 え

て起 業 され,ア ン ダ ー ソ ン を キ ャ プ テ ン と し

て 「ドン ・フ ァ ン号 」(DonJuan)を ポ ル ト

ガ ル の リス ボ ン=ロ ン ド ン間 に就 航 した こ と

か ら始 ま る.な お 本 稿 作 成 に あ た り 『P&0

物 語 』(D.Howarth&S.Howarth.Thestory

ofP&0.ThePeninnsularandOrientalSteam

NavigactionCompany.revisededition.Wide-

nfeld&Nicolson,London,1994)を 参 考 に し

た.

皿19世 紀以前のイギ リス海運業

18世紀初め,テ ームズ河沿いの造船業者の

仲介 で 「東 イ ン ド人」(EastIndianman)と

呼ばれる貿易商人が,東 インド会社帆船ビジ

ネス を独占 していた2).つ ま り封建 的制度に

庇護 されて,東 インド会社はイギ リスの東洋

航路 を独 占し,彼 ら特定の造船業者 ・船首 と

のみ傭船契約 をしていた.そ れ故に18世 紀初

頭にリバプールの船主が大西洋貿易では トン

当た り5ポ ン ドで貨物輸送 を引 き受 けたのに

r
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対 して,東 イ ン ド会社 船主 は25ポ ン ドを要 求

した と云 わ れ る.ま た19世 紀 に入 り帆船 が

300ト ン級 で あっ た時 代 に,東 イ ン ド会 社船

は高 級木 材 で 堅固 に作 られ た500～1400ト ン

級 の戦列 艦 と間違 え られ る ような豪華 な船舶

を保有 してい た3).そ の背景 には,イ ギ リス

海 軍が 自前 の東 イン ド艦 隊 を配備 す る よ りも

廉 価 で まか な え る方 法 と して,P&0会 社 帆

船 を商艦 兼軍艦 と して充 実 させ るか たちの政

策 を とった4).事 実,ナ ポ レオ ン戦争 の最 中

の1800年,フ ラ ンスの フリゲ ー ト艦 「ラ ・ム

デ号」(LaMude)は,東 イ ン ド会社傭 船 「エ

クセ ター号」(Exceter,1200ト ン)と 「ボ ン

ベ イ ・キ ャ ッス ル号」(BombayCastle,1200

トン)に 追跡 され それ らを軍 艦 と思 い こみ,

そ の ま ま降伏 した話 は有 名 であ る5).そ れ ら

超大型 帆船 は40門 の大砲 を搭 載 し商船 として

は不向 きで はあ ったが,他 会社 との競 争 は存

在 せず,イ ン ドへの船旅 は確 時性の ない悠長

な旅 で あ った.

この 時代,東 イ ン ド会社 はイ ン ド西岸 にお

け る敵 国 ポ ル トガ ルや 海 賊 か らの襲 撃 に備

え,ボ ンベ イ海軍(BombayMarine)を 組 織

して防衛 しつつ,先 ず4月 頃 のモ ンス ー ン風

に乗せ て帆船 をボ ンベ イか ら派遣 し,途 中マ

ラ ッカ海峡周辺 で錫 ・胡椒 ・海燕 の巣等 の特

産品 を積 み込 み10月 頃 に広東 港 に入 り,そ し

て 同時期 に南支 那海 に吹 くモ ンス ー ン風 に乗

せて 中国か らイ ン ドへ茶 ・陶磁 器 ・絹 ・木綿

を運ぶ イ ン ド海 運 ビジネス を成 功 させ た6).

アジア海運 ビジネス の拡大 に関心 を もった

ロ ン ドン ・テームズ河沿 いの造船 業者 はナ ポ

レオ ン戦争 後,イ ン ド海運 ビジネス に圧 力 を

加 え始 め る.1815年 の ラス カール(Lascar)

条 約 と呼 ばれ る=登録 条 例(RegistrationAct)

経 済 論 集Vol.XXVII,No.3・4

で イ ン ド建 造船 舶 や水夫 を 「外 国」扱 い とし

た.一 方1823年 の 東 イ ン ド貿 易 条 例(East

IndiaTradeAct)に よ り,350ト ン以 下 の イ

ギ リス船舶 の イ ン ド洋航行 と沿 岸貿易へ 参入

す るこ とが認 め られ た.そ の結 果,ヨ ー ロ ッ

パ型 帆船 の イ ン ド造船業へ の需 要が減少 した

7).ま たテー ムズ河周 辺 のイ ギ リス 帆船建 造

での規格統 一へ の政策実施 か ら,1836年 の ト

ン 税 測 定 法 の 改 正,1854年 の 商 船 法

(MerchantShippingAct)が 決 め られ,外 洋

航路 か らのイ ン ド海運業 の締 め 出 しとイギ リ

ス海 運業の イ ン ド ・アジア近 海航路 への進 出

が奨励 され た.1834年 に東 イ ン ド会社独 占権

が撤廃 され る と,東 イ ン ド会社 保有 の大型船

舶 は売 却 され,石 炭貯 蔵 船 に転 化 して いっ

た8).

19世 紀 中葉 の イギ リスか らイ ン ド ・中国へ

の航路 の主役 は,喜 望 峰経由 で快 速 で走 行す

る3本 マス トの全 装帆船 テ ィー ・ク リッパ ー

であ った.ク リッパ ー船 の原初形 態 はアメ リ

カ の 外 洋 帆 船 ボ ル テ ィ モ ア ・ク リッ パー一

(Boltimoreclipper)と され る.1784年 に ア

メ リカ貿易業 者が初 め て支 那海 に 「エ キス プ

レス ・オブ ・チ ャイナ号」(ExpressofChina,

360ト ン)を 送 っ たが,ニ ュー ヨー ク か ら広

東へ喜 望峰経 由で6カ 月 を要 した.ナ ポ レオ

ン戦争期 に ヨー ロ ッパ茶 が激減 した時 に,大

きな刺激 となった.

1848年 の ゴール ド ・ラ ッシュ以 降,ホ ー ン

岬経 由でニ ュー ヨーク とサ ン フランシス コを

100日 間 で結 ぶ カ リフ ォル ニ ア ・ク リ ッパ0

が登 場 し世界 的 に注 目を集 め た.さ らに復 路

にサ ンフラ ンシス コか ら太 平洋 を横 断 して中

国 に行 き,中 国茶 をサ ンフ ラ ンシス コ ・ボス

トンへ と輸送 した.さ らに阿片 戦争後 の米 中
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望厘 条約締 結,1849年 のイギ リス航 海条例 撤

廃 を受 け,よ り自由を得 て アメ リカ ・クリ ッ

パ ー は中国茶 を ロ ン ドンへ輸送 す る東洋 航路

まで進 出 した.中 国茶 は香 りに価 値が あ り,

輸 送 のス ピー ド化 は必須 課題 であ った.1850

年5月 にニ ュー ヨー クを出帆 した 「オ リエ ン

タ ル号」(Oriental,1003ト ン)は81日 間 で

香 港 に入港,97日 間で ロ ン ドンへ 入港 した9).

またボ ンベ イ ・カル カ ッタか らシ ンガ ポール

経 由で 中国 に至 る航 路 には,30-一 一50日間で航

行 す る300ト ン以 下 の イギ リス ・ア メ リカの

小型 帆船が 中国官 憲 の取 り締 ま りを逃 れて阿

片 と銀通商 を扱 い,密 貿易 に従事 したこ とか

ら 「麻薬 ク リッパ ー」(opiumclipPer)と 呼

ばれ た.し か し1858年 の天津条 約 で阿片 貿易

が合法化 される と,彼 らは その姿 を消 した.

ア メ リ カ 海 運 は,ア ロー 戦 争(Arrow

War)後 も,1867年 に太 平洋汽 船会社(Pacific

MailSteamshipCo.1847年 設 立)が サ ン フ ラ

ンシス コ=上 海 間に定期航路 をひ らき,さ ら

に1862年 設 立 の上 海蒸 気 船 会 社(Shanghai

SteamNavigationCo.)が 揚 子 江 流 域 まで 進

出 した.1860年 頃 には,ア メ リカ帆船 に よる

中 国茶 貿 易 も繁 栄 した10).こ の 頃ス コ ッ ト

ラン ド西部 ・グ ラス ゴウ地 域 は「世界 の工 場」

(WorkshopoftheWorld)の 心 臓 部 と讃 え

られ,事 実 アメ リカ を圧倒 す る速力 と滞 貨能

力 を もつ鉄骨木 装船 のテ ィー ・ク リッパ ー を

建 造 した11).先 ず ス コ ッ トラ ン ドの アバ

テ ィー ンの ホ ー ル(A.Hall)造 船 所 で初 の

テ ィー ・ク リ ッパ ー2隻 が1850年 に 「ス ノー

ウェ イ号 」(SnowWay,527ト ン)と 翌 年 の

「ク リス ライ ト号 」(Chrislight,440ト ン)

を建 造 した12).1869年7月 に ダ ンバー トン

(Dambarton)で 建 造 され た 「カテ ィサ ー ク
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号」(CuttySark,936ト ン)が,最 も優 美 な

姿 で走行 し,ク リッパ ー ・レースで優 勝 した

話 は有名 であ る13).

しか し皮 肉に もテ ィー ・ク リッパ ーの全盛

期 は,同 時 にそ の衰退期 で もあっ た.1869年

にスエズ 運河が 開通 し,通 行 で きるのが蒸気

船 に限 られ た.1866年 に 「青 煙 突 航 海社 」

(BlueFunnelLine)と 呼 ばれ たオ ーシ ャン ・

ス テ イー ム シ ッ プ ・カ ン パ ニー(Ocean

SteamShipCo.)が 蒸 気 船 を用 い 中 国茶輸 送

に乗 り出 した.1869年 の テ ィー ・レ0ス は6

隻 の蒸 気船 が参 加 したが,同 社 の 「アキ レス

号」(Achilles)が 中国 ・福州 か ら喜望峰経 由

で ロ ン ドンまで200万 ポ ン ドの茶 を僅 か62日

間で輸送 した.従 来の ク リ ッパ ー船 は,一 時

的 には蒸気 船航行 に必須 の石炭供 給基地 か ら

地 域 での補 助 的ル ー トに残続 しえたが,1870

年 後半 の三連鎖 エ ンジ ン発 明 や海事工 学の発

展 に よ り,蒸 気 船 全 盛 時代 を迎 え る に至 る

14)

皿 蒸気船時代

1807年 に アメ リカのハ ドス ン河 でス コッ ト

ラ ン ド人移 民 フル トン(R.Fulton)が 木造 外

輪 船 「ク ラ モ ン ド号 」(Crammond)を 定 期

就 航 させ,1812年 にベ ル(H.Bell)が クライ

ド河 で旅 客船 「コメ ッ ト号」(Commet)を 就

航 させ た.ア メ リカでは運河 ・道路建 設が遅

れ当初 か ら汽船 に関心 が高 かっ たが,イ ギ リ

スで は1830,40年 代 は陸上で は蒸 気鉄 道輸送,

海上 では沿岸 国内航路 を確立 し,外 洋 航路 に

向か う時代 であ った.蒸 気船 は馬力 と速力 さ

らに確 時性 に優 れ,風 向 きや潮 流 に関係 な く

最短 距離 で航行 で き 「七 つの海」 を支配す る
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大英帝国の植民地支配 を支える待望の交通手

段であった。 しか し他方,蒸 気船貨物輸送 は

帆船に比 して建造 コス トが嵩み,ま た常時石

炭補給 を必要 として運行 コス トも高 く,問 題

を残 していた、

しか しイギ リスは大英帝国の社会経済体制

の確立 ・維持 を目的 として,海 軍省 を通 じて

植民地各地 を連結する郵便汽船航路の建設 を

図 り,代 表的な民間蒸気船会社に高額補助金

と航路独 占権 を与 える政策 を とった15).こ

の政策 により外洋航路での蒸気船が帆船 より

も優位 に立つ こ とが可能 となった.事 実,

P&0社 に続 い て1860年 まで にキュナール

(Cunard)社16)が 北大西洋航路,太 平 洋蒸

気船会社が南アメリカ太平洋航路,王 立郵便

社(RoyalMail)が 西イ ンド諸島航路 に参画

し,世 界的規模での郵便蒸気船の定期航海網

が形成 された.

蒸気船時代 を開いた背景には,造 船技術 の

発展,特 に材 質の木か ら鉄へ の移行,ス ク

リューの発明 と導入,複 合エ ンジンの発明が

挙げられる.し か し鉄蒸気船が世界的に脚光

を 浴 び る の は,1832年 バ ル ケ ンヘ ッ ド

(Barkenhead)の レアー ド(Laird)社 建造

み 「アルバー カ号」(Albarka,70ト ン,15

馬力)が 大洋 を渡 りアフ リカのニ ジェール

(Niger)川 探検 に貢献 し,1842年 に同社建

造の 「ネメシス号」(Nemesis,660ト ン,120

馬力)が 喜望峰経 由で阿片戦争最中の中国に

到着 したことである.ち ょうどイギ リスでは

産業革命の進展か ら木材不足が深刻化 し,材

質のコークス ・鉄への移行が進み,多 量 に廉

価な銑鉄 ・鍛鉄 ・錬鉄が生産 されつつあった

17)
.そ の後西部ス コッ トラン ドのクライ ド

河流域の造船所で多 くの鉄造船が建造 されは

経 済 論 集VoLXXVII,No.3・4

じめ,1854年 には ロ イズ(Loyds)船 舶 等級

査定協 会 も鉄 船舶 を保 険対象 に承認 した.ス

ク リュー ・プロペ ラは グラス ゴウ大 学実験室

で発 明 され,ク ライ ド河 の諸 造船所 か ら採択

されて普及 した18).1844年 には最初 の鉄製 ス

ク リュ ー 船 「グ レー ト・ブ リ テ ィ ン 号」

(GreatBritain)が 進水,翌 年 か ら リバ プー

ル=ニ ュー ヨー ク問の大西洋航 路 につい た.

英海軍 で も1846年 初 ス クリュー ・フ リゲ ー ト

艦 「ア ンフ ィオ ン号」(Amphion,93ト ン),

1852年 に は 同 戦 列 艦 「ア ガ ム ノ ン号 」

(Agamemnon)が 進 水 し,次 第 に鉄 製 ス ク

リュー船 建造 に移行 してい った.1860年 代 ク

ライ ド地域 の 「発 明王 エデ ィソ ン」 と讃 え ら

れた グ ラス ゴ ウ海事技 師 エ ル ダー(エElder)

が 複 合 エ ン ジ ン(compoundengine)を 発 明

し19)蒸 気 圧 の上 昇 と燃料 費 の 大 幅 削減 が 可

能 とな り,文 字通 り 「蒸気船 全盛期 」 を迎 え

たのであ る20).

】.VP&0社 とBI社

当時,イ ギ リス か らイ ン ドに至 るルー トに

は3つ の ルー トが あ った21).先 ず 第1ル ー

トは地 中海か らエ ジプ ト ・紅海 ・アラ ビア海

を経 由 して イ ン ドに至 るル ー トが ある.政 治

的 には問題 ないが,特 に紅海 は突風 ・暴 嵐で

知 られ,・沿岸部 も多 くの 自然的交 通障害 を含

んでい た.第2ル ー トは地 中海 か らシ リア ・

メ ソ ポ タ ミア ・ユ ー フ ラ テス 河 ・ペ ル シ ャ

湾 ・アラ ビア海 を経 由す るルー トであ る.帆

船航行 には適 す るが,ア ラブ族 や トル コ帝 国

領 の一部 を通 らなけれ ばな らな い ことか ら問

題が あ った.こ れ らは陸上 ルー トでスエズ地

峡 を 経 由 す る こ と か ら オ ー バー ラ ン ド
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(overland)ル ー トと呼 ばれ た.第3ル ー ト

は東 イ ン ド会社 の喜望峰経 由 ルー トで あ り,

荷物 積 み換 えの必 要 もな くイギ リス海軍 の保

護 を得 て安 全 であ ったが,最 も距 離が長 くモ

ンス ー ンの影響 で,さ らに運行 に多数 の 日数

がか か る問題 があ った.

そ こで産業 革命 の進展 をみて いたイ ギ リス

本 国の資本家 とイ ン ド在住 の イギ リス社会 に

とって は,独 占的 な東 イ ン ド会社 の帆船 に代

わ る迅速 ・規 則 的 な航行 を可能 とす る蒸 気船

開通 は,長 年 の念願 であ った.事 実,彼 らは

喜望峰 ル ー トで ロ ン ドン=カ ル カ ッタ問 を平

均70日 間で連 続4航 行 を達成 した船 に,7万

ル ピーの懸 賞 を設 け た程 であ る.

1825年 に 海 軍 十 官 ジ ョ ン ス トン(J.H.

Jhonston)が 木 造外 輪蒸 気船 「エ ンター プラ

イズ 号 」(Enterprise,479ト ン,120馬 力)

で ロ ン ドン=カ ル カッタ問の試験 航 海 に臨み

60日 航海 を期待 したが,石 炭 補給 や諸問題 に

悩 み なが ら113日 を要 し,落 胆的 な結果 とな っ

た22).1829年 には東 イ ン ド会社 総 督 の名 前

を冠 した 「ビュー ・リンゼ イ号」(HughLid-

say,411ト ン,160馬 力)が ボ ンベ イ=ス エ

ズ 間 を33日 間で航行 し,北 東 モ ンスー ン期 に

紅 海航海 の可能性 を実証 した.

1835年 には,イ ギ リス郵 政省 もスエズ地 峡

経 由 を正式 郵便 ルー トに決 め,東 イ ン ド会社

も同航路 に2隻 の大型蒸気 船 を就 航 させ た。

石炭供給 地 として,1839年 には アデ ンが獲得

された.

1837年 海軍 省 とイギ リス初 の郵便事 業契 約

を結 んだペ ニ ンシ ュラ汽船(P&0社 の前 身)

が フ ァルマス(Falmouth)=リ スボ ン(Lisbon)

eジ ブラル タル(Gibraltar)を 管轄 し,そ こ

か ら エ ジ プ ト の ア レ キ サ ン ド リ ア
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(Alexandria)ま で は政府 の郵便 汽船,1819

年 に採 掘 されたマ ーム ジェ運 河48マ イル,ナ

イル河120マ イ ル を通 って カイ ロへ,カ イ ロ

=ス エズ 問 はイギ リス入 ホテ ル主所 有 のキ ャ

ラバ ン隊 輸送,ス エズ か らボ ンベ イ間 を東 イ

ン ド会社 の郵便 汽船が所 轄す るル ー トが公式

とされた.荷 物 積 み換 えの煩雑 さや連 絡 の複

雑 さか ら懸念 され たが,そ れで もイギ リスか

らイ ン ド ・ボ ンベ イ間 は喜望 峰 ルー トの半分

の 日数 で連 結 された23).

か くて紅 海 ルー トが最 も注 目を集 めてゆ く

が,そ の背景 には,イ ギ リス 政府 の郵 便船 や

東 イ ン ド会社 の郵便船 で はな く,イ ギ リス ・

イ ン ド両政府 か ら補助 金 を受 け航路 拡張 に熱

心 な民 間蒸 気船 会 社P&O社 や カル カ ッタ在

の イ ギ リス 人 社 会 の 発 起 した ブ リ テ ィ ッ

シ ュ ・イ ン ド蒸 気 船 航 行 会 社(BI社,Brit-

ishIndiaSteamNavigationCo.)の 活 躍 が 挙

げ られ る.

P&0社 は,1837年 に海 軍省 との 問 に イギ

リス初 の郵 便事業 の契約 を結 び,イ ベ リア半

島航 路 の独 占 と地 中海 か ら紅海 ル ー トの イ ン

ド貿易 に参画 したが,そ の前 身は1822年 創立

の小 さな海 運代 理 店 ウ ィル コ ックス&ア ン

ダース ン(Willcox&Anderson)商 会 にあ り,

そ の後1826年 には ロン ドン=ダ ブ リ ン間の汽

船 航 路 を 開設 した シ テ ィ ・オ ブ ・ダ ブ リン

(CityofDublin)郵 便 汽 船 会 社 の ロ ン ドン

代 理店 となった.ウ ィル コ ックス は1815年 頃

か ら ロ ン ドンで船 舶 ブ ロー カー を営 ん で い

た.ま たア ンダース ンは勇敢 な商艦 隊人材 輩

出で有名 な シェ トラン ド島出身,11歳 で漁 業

に入 り次 いで海軍 に入 り,ナ ポ レオ ン戦争 後

ロ ン ドンで ウ ィル コ ックス氏 に出会 いパー ト

ナ ーを組 んだ24).
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イギリス海軍省 は,P&0社 の週1回 のファ

ルマス=ジ ブラルタル間航路に対 して,年 額

2万9600ポ ンドの補助金 を与えた.さ らに海

軍省の庇護下に,1840年 にはイギリス=ア レ

キサン ドリア間の郵便契約 を獲得 し,さ らに

勅許状 を得 て株 式会社P&0社 が誕生 した

25)
.1842年 にはカルカッタ=マ ドラス=セ

イロン=ス エズ問航路 に進出,1845年 にはセ

イロン=ペ ナン=シ ンガポールe香 港間に,

1852年 にはシンガポール=シ ドニー間,1854

年 には東イン ド会社独 占の最後の牙城であっ

たボンベイ=ア デン=ス エズ問航路 に割 り込

み,次 第にP&0社 の東洋世界への郵便輸送

体制 を確立 してゆく.さ らに1848年 に香港=

マ カオe広 東間,1850年 に香港=上 海 間,

1859年 に上海=長 崎間,1867年 には同社 は横

浜=上 海=香 港へ と航路支線を伸展 した26),

海軍省が補助金交付 政策 を通 じて,P&0

社の東洋世界への制覇を支援 した背景 には,

先ず当時 としては技術的には可能 となったも

のの経済的には採算のとれない蒸気船航行の

問題が挙げられる.し か し世界市場 に進出 し

自由資本主義の旗 を掲 げるイギリス にとっ

て,本 国 と植民地各地 を結び 「人」と 「物財」

を運ぶ交通手段 の確立 は必須 課題 であった

27)
.当 初,イ ギ リス政 府 内 の郵政 省 も,

1820年 代半ばに,活 発な民間海運会社の営業

活動 に刺激 され,6隻 の蒸気船 を購 入 し,

1836年 には26隻 の郵便船を保有 したが,そ の

最後の4年 間で15万 ポ ンド以上の損失 を出し

て郵便船経営は破綻 に瀕 したことか ら,方 針

を転換 し,海 軍省 は民間郵便蒸気船の予備戦

力化を視野 に入れ,特 定航路における独占的

経営権を付与する制度を導入 した.事 実イギ

リス海 軍 は,外 洋 航 路 を管 理下 にお き,

経 済 論 集Vo1.XXVII,No.3・4

P&0社 等 の民 間蒸 気船 会社 とは,補 助 金 額

をは じめ航路 ・寄港 地 ・配船 頻度 ・航海所 要

日数,さ らに郵便船 軍事礒装 や有事 での協力

体 勢 に至 る まで詳細 に取 り決 め た.

これ はP&0社 が,そ の後 の1840～42年 の

阿片戦争,1852～56年 の第2次 ビルマ戦 争,

1853～56年 の ク リ ミア戦争,1857-一 一58年のセ

ポイの反乱,ア ロー戦争 と,兵 士 輸送船 と し

て協 力す る理 由 を形 成 した.

イギ リスの電信 ネ ッ トワー クは,1865年 に

イギ リス=イ ン ド間の電信が 開設 され,さ ら

に1872年 に香港 ・上海 にまで延 長 され るが,

それ以前 の英帝 国の海軍省 ・イ ン ド総督府 間

をは じめ,重 要 な軍事 ・政治 ・商業的打 ち合

わせ は,全 てP&0社 の郵便 汽船 航 路 に依存

してい たのであ る.

注 目す べ きこ とは 「同社 の ス エ ズ=カ ル

カ ッタ航 路 とセ イロ ン=香 港航 路へ の進 出 に

際 しては,本 国財 政(海 軍 費)か らでは な く

イ ン ド財政 よ り補助 金が支 払 われた事実 であ

る.両 航路 での補助 金総額16万 ポ ン ドの うち,

じつ に7万 ポ ン ドが植 民地 イ ン ドの負 担 に転

嫁 され た」28).さ らにP&O社 は専 売体 制 に

保 護 され,イ ン ド財政 の重要財 源 とされ た阿

片 貿易 に も従 事 し,1850年 代 には ボ ンベ イか

らの阿片貿易 を独 占 し,中 国へ の旅 客 ・郵便

物 ・石 炭 と共 に阿片 を運 ん だ29).P&0社 が

外 洋航 路 を中心 に連 絡網 を設 立 した の に対

し,ブ リテ ィッシュ ・イ ンデ ィア汽船 会社(BI

社,BritishIndiaNavigationCo.)が イ ン ド

を中心 とす る支線 航路 を開設 したが,そ の前

身は1856年 にス コ ッ トラン ド人商 人マ ッキ ン

ノ ン(W.Mackinnon)が カ ル カ ッ タ=ラ ン

グー ン間 の郵便 業務契 約 を扱 うため に設立 し

た カル カ ッタ&ラ ングー ン社 で あっ た.
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1847年 グラス ゴウ出身のマ ッキ ンノ ンは カ

ル カ ッタか らフー グ リ河 を上 っ たコ シポー ル

製糖 工 場 に就 職 したが30),同 郷 キ ャ ンベ ル

タウ ン出 身で父親 の友 人 で既 に10年 来ベ ンガ

ル地 域 に住 み 「自由貿易 商」(freemerchant)

と して名声 を確 立 して いたマ ッケ ンジー(R.

Mackenzie)と パ ー トナー を組 み,同 年12月

にマ ッキ ンノ ン&マ ッケ ンジー商 会 を設 立

した.1847年 以 降,マ ッキ ンノ ン&マ ッケ

ンジー商会 は グラス ゴウ ・リバ プール=カ ル

カ ッタ間 と,カ ル カ ッタ=オ ース トラ リア ・

中国 間の貿 易 と海運業 に従 事 した.傭 船 を用

い なが らも次 第 に自社蒸 気船 を保有 してい っ

た.し か しマ ッケ ンジー は 自社 路線 の拡大 を

求 め,1851年 に始 まっ た オー ス トラ リ アの

ゴー ル ド ・ラ ッシュ ・ブームへ の関与 を 目指

して オース トラ リアへ渡 ったマ ッケ ンジーが

カル カ ッタへ の帰 路 に遭 難 ・死去 し,マ ッキ

ン ノ ンは苦 境 に陥 った31)、 しか しカ ル カ ッ

タ在 の イギ リス人社 会 は,ボ ンベ イ社 会 の後

塵 を拝 して きた だ け にP&0社 の 月1回 配 船

に は不満 であ り,ま たマ ッキ ンノン自身 もイ

ン ド大 陸 に拡大 しつつ あ る鉄道網 よりも沿岸

を走 る蒸気船航 行が遥 か に効率 的 と考 えてい

た.そ こで東 イ ン ド会社 のカル カ ッタ=ラ ン

グー ン間の郵便事 業入札実施 にあた り,ロ ン

ドン ・グ ラス ゴ ウで資本調 達 を図 り1856年 カ

ル カ ッタ ・ラ ングー ン汽 船会社 を創立,翌 年

には 同航 路 の落 札 に成 功 した.BI社 も郵 便

事業獲 得 に よ りイギ リス海軍省 か らの補助金

獲得 に成功 したが,そ れ は 同時 にP&0社 同

様 に海軍省 の補完 的役割 を果 たす こ とが求め

られ た.同 社 は新 規 に2隻 の蒸気 船 を購 入,

うち1隻 は「ケー プ ・オ ブ ・グ ッ ドホー プ号」

(CapeofGoodHope)は 建 造 直 後 の セ ポ イ
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反乱 の 緊急事 態 に合 わせ,一 般 航 行 に先 立 っ

て兵力輸 送 に従事 した後,イ ギ リス=ボ ンベ

イ 間を12週 間で航 海 した.

マ ッキ ンノ ンは,イ ン ド沿岸貿易全 体 に関

心 を持 ち,1861年 にカ ル カ ッタ&ビ ルマ 汽

船 会 社(Calcutta&BurmaNavigationCo.)

を設 立,翌 年 には郵便事 業補助金 を得 て ボ ン

ベ イ=カ ラチ 間 に月2回,ボ ンベ イ=ペ ル

シャ湾 問 に年8回 航路 を開いた.1862年 には

同社 もBI社 に組 み入 れ,1863年 には カル カ ッ

タ=ラ ングー ン間 とム0ル メ ン=ペ ナ ン=マ

ラ ッカ=シ ンガポー ル間,カ ル カ ッター ボ ン

ベ イ間の3ル ー トに毎 月航行,カ ル カ ッタ=

チ ッタゴン=ア キ ャブ;ラ ングー ン=ム ール

メ ン間 には隔月航行 を実施 した.

この年 にイ ン ド海軍が1838年 以 降進 めて き

た蒸 気船事 業 を廃 絶 したが,イ ギ リス海軍 の

イ ン ド洋 支配 にBr社 が充 分 に信 用 で きる体

制 を確 立 しえ た結 果 で あ っ た32).1864年 に

は飢饒 で緊張 す る南 イン ドへ の対応 としてマ

ドラス=ラ ン グー ン 間 の航 路 を仮 設 した.

1872年 にマ ッキ ンノンは アデ ン=ザ ンジバ ル

=ナ タール 間の郵 便事業 契約 を獲 得,東 ア フ

リ カ を視 野 に 入 れ,イ ンペ リ ア ル ・ブ リ

テ ィッ シュ ・ イー ス ト ・ア フ リ カ 会 社

(lmPerialBritishEastAfricaCo.)の 設立 を

企画 した33),

か くて1860年 代 に始 まる本格 的 な蒸 気ス ク

リュー船 航 行 時代 を迎 え る前 に,P&0社 が

外 洋 航 路,BI社 が 沿 岸 ・近 海航 路 を担 当 す

る大英 帝国 の アジア汽船航路体 系 が整備 ・確

立 され た.そ の他 アジア市場 で競 争 を展 開す

る フラ ンス,ま た オラ ンダには各 自フ ランス

帝 国 郵 船(FrenchMessageriesImperiales)

や オ ラ ン ダ ・イ ン ド汽 船 会 社(Nether一
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landsch-lndischeStoomvaatMaat-schappij)

が あっ た34)、 しか し両 者 の 規 模 と活動 は,

P&0社 とBI社 を もつ イギ リス海軍 ・商艦 隊

には匹敵 で きる筈 もなか った.事 実1866年 に

は,P&O社 は43隻 の 郵便 汽 船(総 トン数6

万7195ト ン),BI社 は22隻 の郵 便船(総 トン

数1万8660ト ン)を 持 つ大合 同勢 力 とな った

35)

VP&0社 の発展

ウ ィ ル コ ッ ク ス&ア ン ダー ス ン社 は,

1835年 に海軍 出身で アイル ラ ン ドの 陸上郵便

を手 が け てい たブ ル ン(R.Bourne)を パ ー

トナ ーに入 れ,彼 の所 有蒸気 船 「ウィ リアム ・

フ ァウセ ッ ト号」(WilliamFawcett,1825年

リバ プー ルで建 造,60馬 力,206ト ン)で,

ロ ン ドンか らスペ イ ン ・ポル トガルへ の航路

を開 いた.同 時 にダ ブ リ ン&ロ ン ドン蒸 気

郵 便 会社(DublinandLondonSteamPacket

Co.)も 設 立 した.そ の 頃 グ レー ト ・ウェス

タ ン会社 は,天 才 海事 技 師 と讃 え られ たブ ラ

ンネル(1.K.Brunel)に 命 じ「グ レー ト ・ウ ェ

ス タ ン号」 を建 造 した36) .同 船 は試 験 航 行

で容易 にニ ュー ヨークに行 き着 いたが ,あ ま

りにも維持 費が か さみ,さ らに1隻 だけで は

定期航 路 は開通 で きず,こ の企 画 は挫 折 した.

ユ837年8月22日 に ウ ィル コ ックス,ア ン

ダース ン,ブ ル ンの3人 が協定 書 に署 名 し,

9月 か ら補 助 金 を得 て郵 便 事 業遂 行 の ため

P&0社 を設立 した時,同 社 は7隻 の船 舶 所

有 で 出発 した37).文 字 通 り蒸 気 船 とい って

も 「サバ ンナ号」(Savannah)は 補助 帆 船機

能 を もつエ ンジ ン船 であ った 「ドン ・フ ァン

号 」(DonFuan)と 「タグス号 」(Tagus)の

経 済 論 集VoLXXVII,No.3・4

他,ブ ラ ンネ ルが建 造 した船 舶3隻 が ブ リス

トルで進水 した.し か しア ンダー ソンが妻 ア

ン(MaryAnne)を 伴 って 「ドン ・ファ ン号」

で ブ ラジル タルか らイギ リスへ向 か う処女航

海 の 途 上 エ ン グ レ デュー 船 長(Cap.

Engledue)の 誤操 舵 か ら タ リフ ァ(tarifa)

で難破,イ ギ リス海 軍船 「メデ ア号」(HMS

Medea)に よって救助 され る事 故が生 じた38).

将来 をあや ぶむ声 もあ ったが,両 者 の積 極 的

経営姿勢 とイギ リス海軍省 か らの補助金 政策

に よ り,1840年12月 に は王室 勅 許状(Royal

Charter)を 得 て 両 者 を経営 代 表 とす る資 本

金100万 ポ ン ドの会社 となっ た.そ して キ ュ

ナー ル(S.Cunard)社 か ら大 西 洋 航 路 用 に

使 用 して いた船 舶2隻 を購入 し 「グ レー ト ・

リバ プー ル号」(GreatLiverpoo1)と 「オ リ

エ ン タ ル号」(Oriental)と 改 名 ,イ ン ドま

たオ ース トラ リア航路 に向 けた39).

ア ジア には東 イ ン ド会社 が,1600年 にエ リ

ザ ベス 女王 か ら喜望 峰(CapeofGoodHope)

とホー ン岬(CapeHorn)を 越 え ての貿 易独

占権 を付 与 され,さ らにチ ャー ルズ1世 か ら

「領土保 有か ら貨 幣発行,軍 備 増強 と配備,

同盟 軍 の形 成,平 和 と戦争 の権 利,税 金徴 収,

刑罰 執行権」 まで を付 与 され,2世 紀半 にわ

たるイ ン ド独 占経営 を展 開 して きたが,自 由

主義貿 易運動 の影響 の下 に1840年 頃 には同社

も勢力 を失 いつつ あった.東 イ ン ド社船 舶 は

主 としてテ ームズ河 の東 イ ン ド会社 ドックに

隣接 したブ ラ ック ウェル造 船所 で建造 され,

1821年 に ロ ン ドン=カ ル カ ッ タ間 を走 った

「エ ン タープ ラ イズ号」,1829年 にボ ンベ イ

=ス ェ ズ 問 を 走 っ た 「リ ン ゼ イ 号」(H
.

Lindsay)が 建 造 さ れ た.東 イ ン ド会 社 は

P&0社 の東洋航 路へ の割 り込 み に直面 して ,
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イ ングラ ン ドへ の最 短距離 のスエ ズ地峡 を通

る ルー ト権益 に固執 し,P&0社 には スエ ズ

か らアデ ン=セ イ ロ ン経 由でマ ドラス ・カル

カ ッ タへ 向 か う路 線 を容認 した.P&0社 の

勅 許状 には 「イ ン ドへ の航 路」 と しか書 かれ

て お らず,P&O社 も一 時 的妥 協 を余儀 な く

され た.P&0社 は積 極 策 を と り,巨 額 資 金

を投 資 して1842年9月 に 「ヒン ドス タン号 」

(Hindostan,2018ト ン)と 姉妹 船 「ベ ンテ ィ

ン ク号」(Bentinck)を 進水 させ40),前 者 に

は喜望 峰か らカル カ ッタ,次 いで スエズ 間の

往 復 しP&O社 の旅 客船 「ア レクサ ン ドリア

号 」(Alexandria)に 連 結 し,後 者 はエ ジ プ

トか らイン ドまで を東 イ ン ド会社蒸気 船 と競

争 した.ス エズ地 峡か ら地 中海 までの 間 には

「ア ツ フェ 号 」(Atfeh),「 ロー タ ス 号」

(Lotus),「 ジ ャッ ク ・オ ・ラ ン タ ン号 」

(Jack-o-Lantern),「 カイ ロ号」(Cairo)等

の 自社 船 が運河 ・河川航行 で引 き継い だ.ま

た1846年 頃,P&0社 は2500頭 の騎 駝,450頭

の馬,無 数 の騙馬 を用 いて陸上部 を担 当 した.

ヴ ィク トリア期 の繁栄 の もとに作 り出 され

た レジ ャー享受 時代 を受 けて,旅 客数 の増大

につ れて,P&0社 はブ リス トルの グ レー ト ・

ウェス タン ・ドックで 「グ レー ト ・ブ リテ ィ

ン号 」(GreatBritain)を 改 装 し,」快適 な船

旅 を供 す る こと も船舶 会社 の大事 なサ ー ビス

の 時 代 を 迎 え た の で あ る41).最 終 的 に は

1854年 に東 イ ン ド会社 のボ ンベ イ航 路の独 占

権 は消滅 した.1856年 頃,20歳 の青 年サ ザ ラ

ン ド(T.Sutherland)が 香港へ 送 られ,極 東

地域 のP&0社 の活 動拡 大 を 目指 した.極 東

へ のP&0社 の歴 史 を見 る と,1826年 にシ ン

ガポ ールが1841年 に香港 が イギ リス植民 地 に

な り,広 範 囲 な連 絡 船 事 業 が 待 望 され た.
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1845年8月 にP&0社 の 最 初 の 蒸 気 船 「レ

デ ィ ・メ ア リィ ・ウ ッ ド号 」(LadyMary

Wood)が ロ ン ドンか らシ ンガ ポー ルへ41日

間で 到 着,さ ら に半 島植 民 地 へ 向 か った.

P&0社 は香 港 か らマ カ オへ の小 型 蒸気 船 を

準備 し,そ こか ら広東 また上海沿 岸へ のル ー

トを開 き,郵 便事 業以外 の交易 に従事 した.

阿片 や絹 糸 ・絹織 物 であ った.イ ギ リスの東

洋 へ の航 路拡 大 をP&O社 の投 入 船舶 数 で見

る と,1840年 当時 ア レクサ ン ドリア ・ルー ト

で僅 か7隻 であ ったが,1850年 に23隻,1855

年 に42隻,1867年 には51隻 に増 加 した.各 船

舶の 巨大化 もみ られ総 トン数 は1840年 の6500

トンか ら8万5000ト ンに増加 した42).ま た

オー ス トラ リ ア で は,ニ ュー ・サ ウ ス ・

ウェー ルズはサ ン ・フラ ンシス コ=シ ドニー

航路,西 オース トラ リアは シ ンガポ ール=パ

ス(Perth)=ア ルバ ニ イ(Albany)の 航路,

南 オー ス トラ リア は両都 市 間 をア ドレイ ド

(Adelaide)で 繋 ぐ航 路 を主張 した.さ らに

シ ンガポー ルか らシ ドニーか らヘ トレス半 島

(TorresStrait)を 経 由す るか,ア デ ン(Aden)

か ら アル バ ニ ィ(Albany)ヘ モ ウ リシ ャス

(Mauritius)の 航路 が考 え られ た.

1880年 代 に はP&0社 は豊 か な時代 を反 映

して地 中海周辺 の レジャークル ーズ企 画 を実

施 し,1881年 には 「セ イ ロ ン号」(Ceylon)

をクルーズ船 に改 良 した.ま た1886年 には故

郷 シェ トラ ン ド島へ の北 ス コ ッ トラ ン ド ・

オー クニ ィ島 ・シェ トラ ン ド島蒸気 船航行 会

社(NorthofScot正and&Oakney&Shetland

SteamNavigationCo.)が 「聖 ログ ンバ ル ド号 」

(St.Rognvald)を 用 い,ス コ ッ トラ ン ドe

ノル ウェ イ間 を航行 した.競 争会 社 オ リエ ン

ト航海(OrientalLine)社 が1889年 か らノル
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ウェ イ=地 中海地域 間へ の クルーズ旅行 を開

始 した が,P&0社 は最終 的 に 同社 を吸 収 合

併 し,後 者 船 を 「ベ クテ ィス号」(Vectis)

と改名 して,ア イス ラ ン ド(Iceland),フ ア

ロ ウズ(Faroes)ま で航 路 を拡 大 した43).

船上 での旅客 サ ーヴ ィス は,豪 華 な食 事 ・飲

み物 に加 え,多 様 なスポ ー ッ設備 ・快 適 な生

活空 間 を提 供 した44).

V[P&O社 とクリミア戦争以後

1851年 に 会 社 商 艦 隊 長 ボ ル ン(Cap.R.

Bourne)が 死 亡,1854年 に は ウ ィル コ ック

ス はP&O社 経 営代 表 を辞任 したが,理 事 会

メ ンバ ー と して残 り,1858年 か ら1862年 まで,

彼 が倒 木事 故 で死 亡す る まで 同社 会長 をつ と

めた.ア ンダース ンはウ ィル コックス を後 継

して同社会 長 とな り76歳 で1868年 に逝去 す る

まで,そ の職責 にあ った.ア ンダース ンは ウィ

ル コックス同様 に,赤 貧 か ら出発 し節倹 と勤

勉 の習 慣 を貫 き 「自立 の人」(selfmademan)

として立 身出世 を果た し,ま た会社 経営 を通

じて社 会 慈 善 家 と して も活 躍 した45)。 両 人

共 に国会議員 に もな ったが,特 にア ンダース

ン は オー ク ニ ィ(Oakney)と シェ トラ ン ド

島 選 出 の ス コ ッ トラ ン ド急 進 主 義 者 「ボ

ニ ィ ・フ ァ イ ター」(bonnyfighter)と 呼 ば

れ て 活 躍 した が,そ れ は 同 時 に彼 自 身 の

P&0社 路 線 の庇 護 精神 を意 味 して い た.ア

ン ダー ス ン は,会 社 要 地 の サ ザ ン プ ト ン

(Southampton)に は会 社 従 業 員800人 子 弟

のため に学校,自 宅の あ るロ ン ドン南部 の ノ

ル ウ ッ ド(Norwood)に 職工協 会46),さ らに

故郷 シェ トラ ン ド島 には漁 師未亡 人の ための

共 同家屋 や 中学校等 を建設 し,寄 贈 した.さ

経 済 論 集Vol.XXVII,No.3・4

らに地域経 済振 興 のため にシ ェ トラン ド漁業

会社 を発 起 した.

P&0社 は大 胆 な企 業者 活 動 を展 開 して,

1853年 末 に13万 ポ ン ドをか けて従来船舶 の2

倍 もあ る,当 時の世界 最大 の 「ヒマ ラヤ号」

(Himalaya3500ト ン,340フ ィー トの長 さ,

2000馬 力 ・推 的)を 完 成 させ た.1859年 には

ブラ ンネルが超 大型船 「グ レー ト ・イース タ

ン号 」(GreatEastern,18,915ト ン)を 建 造

した.彼 は大型 蒸気船 は乗客 の他 に航路 途上

で必要 な石炭輸 送 も充分 に可能 と考 え,1万

5000ト ンの石炭 と4500人 の旅客 をイ ン ドまで

一気 に運 ぶ こ とを考 えたが
,未 だ経済効 率 に

優 れ る連 鎖エ ンジ ンが発 明 ・実用 化 されず,

無駄 な コス トが か さみ多額 の損失 を被 った状

況 にあ っ た47).1854～56年 間 ク リ ミア戦 争

が勃発 したが,そ れ は17世 紀 以来 久方ぶ りに

海運 業 に直接 的 な影 響 を与 え た戦 争で もあ っ

た,事 実,ク リミア戦争が勃 発 した時,多 く

の英 海軍軍 人は老齢 化 し,例 えば プリマ スの

海軍指 令 は81歳,西 イ ン ド海軍指令 は79歳 で

あ った.ま た イギ リス海軍 の主要船舶 も老朽

化 した帆船 中心 で あ った.し か し実 際の戦争

で は,イ ギ リスか ら トル コまでの長距 離 を迅

速 に大規模 な軍 隊 ・食糧 ・兵馬 を輸送 す る必

要が あった.

1840年 頃か らP&0社 は,海 軍省 の依 頼 に

よ り軍 隊輸 送 を始 め たが,1855年 の戦争勃 発

時 には同社 の最優 秀船舶11隻 で約2000人 の士

官,6万 人の兵 隊,1万5000頭 の馬,大 量 の

軍 需品 ・食糧 を輸送 した.こ の ような状況 の

中で 「ヒマ ラヤ号」 は,華 麗 な軍艦 に再生 さ

れ,海 軍 とP&0社 双方 の利 害 の妥 協 の上 で

13万3000ポ ン ドで海 軍省 に売却 された.そ し

て 同船 は第2次 世界大 戦で ドイッ軍 空爆 に よ
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りウェ イ マ ス(Weynmouth)港 で撃 沈 され

る まで30年 間,海 軍 で活躍す る.

造 船業 におけ る過 渡期 の時代 にあ って,木

造船 と鉄船,帆 船 の蒸気 ス ク リュー船 の競争

の中で,先 ず 双方 の技術水準 の特 長 を持 ち込

ん だ船 舶建 造 が 試 み られ た.P&0社 は1861

年 にス ク リュー推 力で複合 エ ンジ ンの 「ム ー

ル タ ン号 」(Mooltan,2257ト ン)を 建造 した

が,同 船 は複合 エ ンジ ンを搭載 し石炭消 費量

の半減 を可能 と した新型 船 であ った.

1869年 にスエズ運河 が フラ ンス資 本で 開通

したが,運 河利 用 の最大 の顧 客 はP&0社 で

あっ た48).P&0社 は エ ジ プ トで 広汎 に活動

す る.具 体 的 にはスエズ とア レ クサ ン ドリア

に修 理用 ドック ・倉庫 ・石 炭貯蔵 所 ・艀 を作

り,ス エ ズ とカイ ロにホテル,パ ジ ャ(ト ル

コ族 長)に 融資 して鉄道 を敷設 して大株 主 と

な り,さ らに旅行 者用 に野 菜 ・家禽 類 に飼 育,

ナ イル河用 の蒸 気船,あ らゆる生活必 需品販

売の商 店経営 まで多角 的経営 を展 開 した.

そ の頃 に ア ンダー ス ンは,同 郷 の知 人 で

P&O社 理事 の ア ラ ン(J.Allan)を 通 じて職

を得 た が,さ らに ア ラ ンの友 人 の理事 ベ イ

リィ(H.Bayley)が ボ ンベ イか ら極 東 へ 転

勤 したこ とか ら,極 東 に関心 を持 った。 ベ イ

リィは香港 の イギ リス人 ・中国 人か ら好 か れ

「香 港 の小 王」 と噂 された.ア ンダース ンは

会社 の極東 航路拡 張 の可 能性 を探 るため,サ

ザ ラ ン ドを香港 へ派遣 した.彼 はベ イ リィの

P&0社 の香港 活 動 を助 け て業務 を拡 大 す る

一方
,鎖 国 中の 日本へ1859年 に長崎 に オラ ン

ダ人 に変装 して上 陸 し,日 本市 場 の将来 につ

い て本社 に情 報 を送 った49).

1866年 の ア ンダー ス ン死 後,P&0社 は 一

時 的 に倒産 の危機 に瀕 したが,そ の直前 に彼

北政巳:イ ギリス海運企業史一・P&0社 の19世紀 アジア航路事業展開一 II

は32歳 のサザ ラン ドをロンドン本店 に呼び戻

していた.事 実,サ ザランドが経営代表 とな

り会社 を再建する.ス エズ運河が開通 して数

年後1870年 にP&0社 の所有 船舶 は44隻 で

1857ト ンであったが,1884年 には船舶数は微

増の50隻 であったが総重量 トンは2倍 に増大

し,世 界 に威容を誇 る商艦隊を形成 した、ス

エズ運河が拡大化 され,ま た電気通信が普及

す るにつれて多 くの不定期汽船(tramp)の

需要が増大 した.そ こでサザラン ドは定期船

航路の補充に不定汽船 を積極的に雇用 し,広

汎な営業活動 を展 開,1890年 代 には貨物サー

ビス収益が豪華 な旅客サービス収益 を上回る

に至 った.

次いでサザランドは,社 員の安寧 よりも顧

客サービス重視 を唱え,P&0社 本店 をサザ

ンプ トンからロンドンに移 した.そ の頃ディ

ズ レリィ(Disraeli>が スエズ運河株 を購入,

スエズ運河理事会 にイギリスが発言権 を得た

が,新 設の衛生委員会 によるコレラ検査証明

書発行 をめ ぐって,フ ランスがスエズ運河を

手段 としてP&O社 に対 してではな くイギ リ

ス船舶 を圧迫 している と思われた.サ ザ ラン

ドは第2次 スエズ運河建設 を目指 し,ス エズ

運河 を使用する全英国船舶会社代表 として真

剣な討議 をなしたほ どであった50).

いずれに して もP&0社 はサザ ラン ドの指

導 の も と に,「 大 英 帝 国 の 平 和」(Pax

Britanica)の 数十年の繁栄 を享受 した.大 型

で豪華な設備をもつ鉄船で三連鎖エ ンジンで

プロペ ラ推力の船舶でロンドンか らボンベイ

まで をスエズ運河を通 って15日 間で航行する

時を迎 えていた.既 に1870年 を境 として帆船

や クリッパー船 は急激 に衰退 した、P&0社

の最新技術の蒸気船 は海難事故 も少 なく,そ
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の商艦隊 は年 間250万 マ イル を航海 した.

1887年 には同社創 立50周 年 とヴ ィク トリア

女 王即 位50周 年 を祝 し,従 来船舶 よ りも1500

トン以 上大 きな6500ト ン級 の4隻,「 ビク ト

リ ア 号 」(Victoria),「 ブ リ タ ニ ア 号」

(Britania),「 オセ アニ ア号」(Oceania),「 ア

ル カデ ィア号」(Arcadia)を 進水 させ た51),

1910年 にはP&0社 は,ウ ィルヘ ルム ・ル ン

ドー(WilhelmLund)一 族 所 有 で 喜 望 峰 経

由 でイギ リス=オ ース トラ リア間 の移 民 ・羊

毛輸送 と中国 との紅茶輸 送 を手 が けてい たブ

ル ー ・ア ンカー ・ライ ン(BlueAnchorLine)

を吸収合併 した52).

1914年5月23日 の タイムス(Times)紙 は,

一 面 の 見 出 しで 「2大 海 運 会 社 の合 併 一

P&0社 とブ リテ ィッシュ ・イ ンデ ィア社 の

遠大 な合併」 を伝 えた.こ の合併 は78歳 に達

してい たサ ザ ラ ン ド準 男爵 と62歳 のイ ンッケ

イ プ卿(LordInchcape)間 で秘 密 裏 に合 意

され た53).イ ンツケ イブ卿 は本 名マ ッケ イ(J

LMackay)で,船 長 であ っ た父 は海 難事 故

で彼 が12歳 の時 に死去 したが,彼 は海事 事務

関係 の仕 事 や ロー プ製 造 業 に従 事 した 後,

1874年 にマ ッケ ンジ ー(M.Mackenzie)社 の

契約 秘書 となった.マ ッキ ンノ ンは,1856年

にBI社 が カル カ ッタ ・ビルマ蒸 気 航行 会社

として創 立 され る まで,カ ル カ ッタで同社 の

経営代 理店 をつ とめた.マ ッケ イは,マ ッケ

ンジー社 に1893年 まで在 職 した .彼 は19年 間

の イ ン ド滞在 中,カ ル カ ッタ州長官,ベ ンガ

ル商工会議 所会 長,イ ン ド総督府 諮問会 メ ン

バ ー を努 め,イ ギ リス に帰 国 して貴族 に任 じ

られた他,1901年 には特命 全権大使 として 中

国へ 派遣 され た.彼 は1909年 にはイ ン ド総 督

に就任 し,1911年 には初代 イ ンッケ イプ男 爵

経 済 論 集Vol.XXVII,No.3・4

に叙 された.

BI社 は,イ ギ リス 海運 業 の 世界 制 覇 地 図

の中で,カ ル カ ッタか らイ ン ド洋,ペ ルシ ァ

湾,東 南 アジ アへ を扱 い,P&0社 の補 完 的

役 割 で,旅 客 ・貨物 ・郵便 を運 んでい た.タ

イムズ 紙 は 「BI社 は東 洋 で の最 大 の個 人海

運会 社 であ りP&O社 の70隻 の54万8564総 重

量 トンに対 して131隻 の総 重量59万8203ト ン」

と伝 え る54).両 社 は合併 して131隻 の蒸 気船

を保 有す る世界最 大 の海運会社 となったが,

同年8月5日 に勃 発 した第一次世 界大戦 は同

社船 舶 イギ リス戦 事省 の傘 下 に入 れ,軍 隊の

輸送 の他,軍 事 的擬 装 を して戦争 に参画 させ

て い っ た55).そ の 結 果,戦 争 で44隻28万

4716総 トンの船 舶 を失 ったが,ま た1917年 に

はP&0社 は ニ ュー ジー ラ ン ド合 同蒸 気 船

(UnionSteamshipCompanyofNew

Zealand)会 社,ハ イ ン 蒸 気 船(Hain

Steamship)会 社 とジェイムズ ・ヌルス(James

Nourse)会 社 を合 併 し,107隻37万 トンの船

舶 と多 数 の航 路 を獲 得 した56).1918年 に は

オ リエ ン ト(Orinet)航 海会社,1919年 には

ケデ ィバ ル郵 船(KhedivalMail)航 海 会社,

1920年 には総合 蒸 気船 航行(GeneralStream

Navigation)会 社,1923年 に はス ツ リック航

海(StrickLine)会 社 を合併 し,500隻 の威

容 を誇 る20世 紀 世界 最大の 海運 社 とな った,

V匹 結び に か えて,第 一次 大戦後 の

P&0社

第一次世界 大戦 の終 わっ た後,イ ンケイ プ

男 爵 は,P&0社 な らび に全 イギ リス海 運 会

社 の直 面す る問題 と して,先 ず イギ リス商艦

隊が20-一一25%の 船舶 を失 い,他 方 アメ リカや
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日本 の商艦 隊が 勢力 を増 し,世 界 市場 での相

対 的地位 を低下 させ てい るこ とを憂 いた.第

2に 全 イギ リス造船所 は戦時 中 に政府 用 の貨

物船建造 に従事 したため に,商 船 隊の修理 ・

営繕用 の施設転 換 は遅 れ た ことを嘆い た.第

3に 外 国か らの競争 に直面 して,イ ギ リス全

航 海会社 は戦前 市場 や航路 を失 い,立 場 を弱

体 させ た と指摘 した.第4に 船舶 建造 コス ト

や施 設維持 費 また税金 の著 しい上 昇 に よ り,

厳 しい状況 に追 い込 まれた苦境 を吐露 した.

事 実1914年 頃 に は,日 本 の 商船 隊 は総 量 約

170万 トンで,P&0社 単独 総量 を少 し上 回 る

まで勢 力 を得 た57).

イ ンッケ イプ男爵 は会社勢 力の再建 ・再強

化 の 目的 で,約300隻 の捕 獲 した敵 船舶 を含

む496隻 ・330万 トンの販売 に関与 し,う ち98

隻 をP&0社 で購 入 した.う ち28隻 は ドイ ッ

また はオース トリアであ った.戦 争 終了後 の

lO年 間 は,3つ の ビジネス要素,国 際貿易 の

滞貨,活 発 な旅客 輸送,イ ギ リスか らアメ リ

カ ・カナ ダ ・オース トラ リア ・ニ ュージー ラ

ン ドへ の移 民活 動58)が あ り,そ の結 果,会

社 収益 は1919年 の65万1000ポ ン ドか ら1924年

には100万 ポ ン ドに達 し1930年 まで ほぼ同水

準 にあ り,配 当金 もほぼ12%を 提供 し,時 に

は ボーナスが つ くほ どで あった.

イ ンツケイ プ男爵 は,奇 し くも1932年5月

24日 の大 英 帝 国 の 日(EmpireDay)に,自

慢 の ヨ ッ ト 「ロー バー 号」(Rover)で モ ン

テ カ ル ロ(MonteCarlo)へ の航 海途 上 に心

臓発作 で逝去 した.会 社 は イ ンケ ィプ男爵 の

義 理 の 息 子 ク レ イ グ ミ ル 男 爵(Lord

Craigmyle),1883年 生 まれ で1913年 にイ ンケ

イ プ男爵 の娘 マー ガ レツ ト(Margaret)・ マ ツ

ケ イ と結婚 し,会 社理事 になって いた シ ョウ
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(AlexanderShaw)に 引 き継がれた.

この ようにP&0社 は,創 業者達の企業家

精神 を継承 し,諸 外国の海運諸会社 との激 し

い競争の中で,ま た堆積する内部問題 も切 り

抜 け,そ の後の難 しい時代 をも生 き抜いて,

現在 も世界随一の旅客 ・貨物船会社 として残

存 している.そ こにも他のスコットランド系

海運会社物語 と同様 に,七 つの海 を制覇 し,

19世紀 ヴィク トリア時代 を生 きぬいたスコッ

トラン ド人企業者活動 を象徴する特有の専門

的経営者機能の発揮が見い出される。
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